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ロータリー財団の6つの重点分野は、世界各地のロータリー・クラブにおける奉仕への関心や活動内容を反映したもの

です。各分野でクラブや地区がどのような活動を行うことができるかを以下にご紹介します。 
 
世界が抱えている問題 

• 第 2 次世界大戦以来、国家間の戦争は減少している 
ものの、冷戦終結後、武力を使用した 50 の紛争が 
勃発している。これらの争いは宗教、国家または民族 
アイデンティティ上の対立や、天然資源の奪い合いが 
主な原因となっている（Carter Center）。 

• 世界で最も貧困に苦しむ 20 カ国のうち、16 カ国が、 
この数年の間に内戦を経験している（Search for 
Common Ground）。 

• 1990 年から 2004 年にかけ、360 万人（そのうち 90％ 
は一般市民）が紛争によって命を落とした。犠牲に 
なった一般市民のうち、およそ半分は子どもである 
（UNDP Human Development Report 2003）。 

• 世界には2,700万人の難民がおり、その75～80％は女性と子どもである（UNHCR 2006）。 
• 教育の普及率と識字率は、紛争が起きている地域で最低となる。しかし一方で、世界における 

軍事活動のために、基礎教育費の 170 倍もの費用が充てられている（Search for Common Ground）。 
 
活動のアイデア 

• 平和維持能力を促進する活動に加え、仲間による仲裁や紛争解決について学習する 初等教育レベルのカリ

キュラム作成を支援する。 
• 地域の指導者のために、仲裁と紛争解決法に関する研修を提供する。 
• 国際平和と紛争解決について研究し、紛争の影響を受けた地域で活動に取り組むことを 望む奨学生を派遣す

る。 
• 紛争に見舞われた若者に職業訓練を提供する。 

 
関連情報  

Conflict Resolution Research Resource Institute 
www.cri.cc 
 
Institute of World Affairs（世界問題研究所） 
www.iwa.org 
 
UNDP Bureau for Crisis Prevention and Recovery 
www.undp.org/cpr 
 
UN Peacebuilding Commission（国連平和構築委員会） 
www.un.org/peace/peacebuilding 

 

平和と紛争予防／紛争解決

www.rotary.org/ja/futurevision 

「平和と紛争予防／紛争解決」に関する目標 

• 草の根の平和活動の充実  

• 地元リーダーを対象とした紛争の予防・仲裁に

関する研修  

• 紛争の影響下にある地域における長期的な平

和構築活動の支援  

• 紛争の影響を受けている社会的弱者、特に子

供と青少年の援助  

• 平和と紛争解決に関連する研究の支援 



 
 
 
 
ロータリー財団の 6 つの重点分野は、世界各地のロータリー・クラブにおける奉仕への関心や活動内容を反映したも

のです。各分野でクラブや地区がどのような活動を行うことができるかを以下にご紹介します。 
 
世界が抱えている問題 

• 感染病は、貧困地域に住む人々の命を脅かす 
最大の要因である（Harvard Medical School）。 

• サハラ以南のアフリカは、地球上の24％の疾病を 
抱える地域であるにもかかわらず、医療従事者は 
世界全体の3％、保健のための財源はわずか1％ 
でしかない（WHO）。 

• 毎年、感染病で命を落とす大人や子どもの数は 
1,400万～1,700万に上り、そのほとんどが発展 
途上国に集中している（Global Health Council）。 

• 毎年、マラリアによって約100万人が命を失い、 
そのほとんどが5歳未満の子どもである（WHO）。 

• アフリカの人口は世界全体の 11％であるが、 
アフリカの AIDS 人口は、世界の HIV/AIDS 患者の

60％にあたると推定される（WHO）。 
 
活動のアイデア 

• 結核を専門とする医療チームを派遣し、地域に根ざした結核治療プログラムの 形成と治療医術の発達を促進

する。 
• マラリアが蔓延する地域でマラリアの予防法を伝えるほか、防虫加工された 蚊帳を配布したり、マラリア治療

を施したりする。 
• 地方の診療所のためにHIV/AIDSを検査するための医療品を購入し、検査法を 説明し、HIV/AIDSに関する教育

キャンペーンを実施する。 
• 疾病予防を専門に公衆衛生を学ぶ奨学生を派遣する。 

 
関連情報 

Global Health Council（世界保健協議会） 
www.globalhealth.org 
 
National Institutes of Health 
www.nih.gov 
 
UNICEF（ユニセフ） 
www.unicef.org 
 
U.S. Centers for Disease Control and Prevention 
（米国疾病対策センター） 
www.cdc.gov 
 
World Health Organization（世界保健機関） 
www.who.int 

 

疾病予防と治療

www.rotary.org/ja/futurevision 

「疾病予防と治療」に関する目標 

• 医療従事者の対応能力の改善  

• 疾病の蔓延予防を目的とした地域社会の教育と

動因  

• 医療設備の拡充  

• 主な疾病の蔓延予防 

• 疾病の予防と治療に関する研究の支援 
 



 
 
 
 
ロータリー財団の 6 つの重点分野は、世界各地のロータリー・クラブにおける奉仕への関心や活動内容を反映したも

のです。各分野でクラブや地区がどのような活動を行うことができるかを以下にご紹介します。 
 
世界が抱えている問題 

• 世界で約26億人（南アジアの人口の72％）が、十分な衛生 
設備のない環境で生活し、約8億8,400万人（サハラ以南の 
アフリカの人口の37％）が、衛生的な水源から飲み水を 
得られない状況で生活している（WHO／UNICEF）。 

• 水汲み作業は一般に女性の仕事とされ、その作業のために 
全体の26％の時間が費やされる（WaterAid）。 

• サハラ以南のアフリカでは、18％の人々が、きれいな飲料水を 
得るために30分以上も離れた場所にいかなければならない 
（WHO／UNICEF）。 

• 今年、220万人の子どもが下痢またはそれに関連する疾病が 
原因となって命を落とし、そのうち80％は生後2年未満の 
子どもと推測される（Rehydration Project）。 

 
活動のアイデア 

• 学校、診療所、地域の保健センターに雨水を利用した農業 
システムを設置する。 

• 水資源の管理と維持の方法について、地域の指導者に研修を 
提供する。 

• 水と環境管理について学ぶ奨学生を派遣する。 
• 地方の農村にトイレを設置し、住人が衛生について学習できる ような衛生プロジェクトを実施する。 

 
関連情報 

IRC International Water and Sanitation Centre 
www.irc.nl 
 
Rural Water Supply Network 
www.rwsn.ch 
 
USAID Hygiene Improvement Project 
www.hip.watsan.net 
 
Water Supply & Sanitation Collaborative Council 
www.wsscc.org 
 
WHO Water Sanitation and Health 
www.who.int/water_sanitation_health 

水と衛生設備

www.rotary.org/ja/futurevision 

「水と衛生設備」に関する目標 

• 安全な飲み水と基本的な衛生設備の

提供 

• 水と衛生システムを開発し、維持する

ための地域社会へのサポート 

• 安全な水、公衆衛生、衛生管理に関

する地域社会の人々の啓蒙 

• 水と衛生設備に関する研究の支援 



 
 
 
  
ロータリー財団の6つの重点分野は、世界各地のロータリー・クラブにおける奉仕への関心や活動内容を反映したもの

です。各分野でクラブや地区がどのような活動を行うことができるかを以下にご紹介します。 
 
世界が抱えている問題 

• 毎年、5 歳以下の子どものおよそ 27,000 人が、一般に治療または 
予防が可能な疾病や環境が原因となって命を落としている（MDG  
2009 Report）。 

• 2008 年、5 歳の誕生日を迎える前に命を落とした子どもの数は 880 
万人に達した（UNICEF）。 

• 毎年、536,000 人の成人女性または少女が、妊娠期、出産時、また 
産後 6 週間に生じた合併症が原因となって死亡している。これは、 
1 分間に 1 人以上の割合で尊い命が失われていることを意味する。 
さらに、これらの女性１人が命を落とす一方で、20～30 人の女性が 
長期、短期の身体障害を受けている（WHO）。 

• 発展途上国において、妊娠と出産は死亡および身体障害の第一の 
要因となっている（WHO）。 

 
活動のアイデア 

• 母子の健康を専門に公衆衛生を学ぶ奨学生をサポートする。 
• 医療専門家（産科）によって構成される職業訪問チームを派遣し、 

妊婦と胎児の検診について、派遣先の保健スタッフに研修を提供 
する。 

• 保育器や産科診療所で使用される備品を含む、最新の医療機器を 
提供する。 

 
関連情報  

Global Health Council（世界保健協議会） 
www.globalhealth.org 
 
Maternal and Child Health Integrated Program 
www.mchip.net 
 
UNICEF（ユニセフ） 
www.unicef.org 
 
United Nations Population Fund（国連人口基金） 
www.unfpa.org 
 
World Health Organization（世界保健機関） 
www.who.int 

 

母子の健康

www.rotary.org/ja/futurevision 

「母子の健康」に関する目標 

• 5歳未満の子供の死亡率の削減  

• 妊婦死亡率の削減  

• 母子のための基本的医療サービスと研

修を受けた医療従事者の利用の改善  

• 母子の健康に関連する研究の支援 



 
 
 
 
ロータリー財団の6つの重点分野は、世界各地のロータリー・クラブにおける奉仕への関心や活動内容を反映したもの

です。各分野でクラブや地区がどのような活動を行うことができるかを以下にご紹介します。 
 
世界が抱えている問題 

• 世界には基礎教育を受けられない子どもが7,500万人 
おり、そのうち女児は4,100万人を数える（World Bank）。  

• 女児が5年間の教育を受けることができれば、子どもの 
生存率は40％上昇する（One）。 

• 初等教育課程を修了していない若者のHIV感染率は、 
同課程を修了した若者の感染率の2倍を上回る。 
すべての子どもたちに初等教育を行うことにより、各年 
70万件のHIV感染を予防できる（World Bank）。 

• 4 人中 1 人以上の成人が読み書きできず、そのうち、 
66％は女性である（End Poverty 2015 Millennium  
Campaign）。 

 
活動のアイデア 

• 成人のための識字率向上プログラムを開発する。 
• 職業奉仕チームを農村地域に派遣し、カリキュラム作成 

の改善と教育におけるジェンダー間の不均衡を解消する 
ことを目的とした研修を提供する。 

• 教師のための研修会を計画するために教育関係者と 話
し合い、関連性のあるカリキュラムと教育上必要な 
備品を提供する。 

• 識字率向上を専門とした成人学習プログラムについて 学ぶ奨学生を派遣する。 
 
関連情報 

Basic Education Coalition 
www.basiced.org 
 
Central Asia Institute 
www.ikat.org 
 
The Girl Effect 
www.girleffect.org 
 
UNESCO’s Literacy Initiative (LIFE) 
www.unesco.org/en/literacy 
 
UNICEF（ユニセフ） 
www.unicef.org 

基本的教育と識字率向上

www.rotary.org/ja/futurevision 

「基本的教育と識字率向上」に関する目標 

• 子供たちへの質の高い基本的教育の提供 

• 教育における性別格差の減少  

• 成人の識字率の向上  

• 基本的教育と識字率向上を支援する地域社

会の能力の向上  

• 基本的教育と識字率向上に関連する研究の

支援 



 
 
  
 
ロータリー財団の 6 つの重点分野は、世界各地のロータリー・クラブにおける奉仕への関心や活動内容を反映したも

のです。各分野でクラブや地区がどのような活動を行うことができるかを以下にご紹介します。 
 
世界が抱えている問題 

• 世界には、1 日 1.25 米ドル未満で暮らす苦しい貧困 
生活を余儀なくされている人々が 14 億人いる 
（Millennium Development Goals Fact Sheet）。 

• 南アジア、北アフリカ、西アジアにおける女性の雇用 
機会は極めて難しいものとなっている（Millennium 
Development Goals [MDG] Report 2009）。 

• サハラ以南のアフリカでは、およそ半分の人々が 1 日 
1 米ドル未満の生活を送っている。2015 年までに、この 
極貧の状態にある人々の割合を半減するという国連 
ミレニアム開発目標を達成するには、現在の開発ペース 
を約 2 倍に引き上げなくてはならない（MYC4）。 

• 貧困層において、安全で手ごろな金融サービスを 
得られる人々の割合は10％に満たない（ビル・アンド・ 
メリンダ・ゲイツ財団）。 

 
活動のアイデア 

• 織物を販売する協同組合に、地元の市場で売り出す織

物の生産を向上させる設備や器材を提供する。 
• 職業研修チームを派遣し、事業プランの改善と正確な会計技術の重要性についての研修を、地域の 

ビジネス・リーダーたちに提供する。 
• 農村地域の若者支援プログラムを通じて、教育サービスを受けている親のいない若者のために畜産に 

関する研修を提供し、職探しの手助けをする。 
• 経済発展を専門として行政学を学ぶ奨学生を派遣する。 

 
関連情報 

CGAP (Consultative Group to Assist the Poor) 
www.cgap.org 
 
Microcredit Summit Campaign 
www.microcreditsummit.org 
 
Microfinance Gateway 
www.microfinancegateway.org 
 
UN Economic and Social Council（国連経済社会理事会） 
www.un.org/en/ecosoc 
 
World Bank（世界銀行） 
www.worldbank.org 

経済と地域社会の発展

www.rotary.org/ja/futurevision 

「経済と地域社会の発展」に関する目標 

• 恵まれない地域社会における、地元起業家

や地域社会のリーダー（特に女性）の育成の

強化  

• 特に若者のために、相応かつ生産性の高い

職に就くための雇用機会の開発  

• 経済的発展を支援するため、地元団体や地

域社会ネットワークの能力開発  

• 経済と地域社会の発展に関する研究の支援 


